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汚染水処理から発生する様々な廃棄物に対して、低温処理技術であるセメントや AAM（アルカリ活性化材

料）による固化処理プロセスを適用する場合の適用可能性を簡易に検査する手法について検討した。 
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1. 緒言 

低温固化処理プロセスの成立性及び固化体性能は、廃棄物の様々な物理化学的性状の影響を受け、その性

状によっては混練中の急結といった処理プロセス自体が成立しない事態も起こりうる。特に福島第一原子力

発電所の水処理二次廃棄物は通常の運転廃棄物とは異なり性状が多様であることに加え、同種の廃棄物であ

っても発生時期などにより性状が異なることが分かっている。このため実処理に先立ち、対象廃棄物の低温

固化処理に対する適用可能性を簡易に検査・評価する手法の構築を目指し、検討を行った。 

2. 低温固化処理可能性検査手法（スクリーニングフロー（案））の構築と検証 

処理プロセスを適用する上で、第一に「①処理プロセスが成立し、且つ

固化体に著しい不具合が生じない見込みがあること」、第二に「②混練物・

固化体が初期の要求性能を満足する見込みがあること」の確認が最低限不

可欠である。①を判断する一次スクリーニング及び②を判断する二次スク

リーニングを組合せ、本手法を構築することとした（図 1）。一次スクリー

ニングは試料量を最小限に抑え、飛散防止のため密閉可能な点等を考慮し

て、市販の小型プラスチック容器（50 mL 遠沈管）を用いて検討を行った。 

「（1）処理プロセス成立性の簡易評価」の構築に関して、低温固化処理

可能性に対して影響を及ぼす廃棄物性状の調査により、考慮すべき重要な

廃棄物性状を抽出した。次いで、考慮すべき各種性状が異なる模擬廃棄物を選定し、その性状を簡易に評価

する手法の検討を行った。一方、「（2）混錬物・固化体性能の簡易評価」については、小規模で流動性と圧縮

強度を簡易に評価する手法に加え、要求性能を満たす固化処理条件（充填率・配合）を、簡易評価可能な廃

棄物性状などに基づき推定する手法の検討を行った。作成したスクリーニングフロー（案）について、別途、

圧縮強度等のデータ取得を行っている炭酸塩スラリーを用いて検証を行った。結果は、本発表時に報告する。 
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